
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さいたま市民会館おおみやにおいて第２２回定期大会を開催しました。今定期大会では、「新生

JR 東労組運動宣言」に基づき職場から運動を推し進めてきた成果と課題を出し合い共有化しまし

た。組合員に寄り添い、一人一言メッセージやアンケート・月１回の総対話など、職場の実態に合わ

せた運動が出され、２１春闘から夏季手当要求のたたかいでは「赤字だからしょうがない」から要求

根拠を明確にし、怒りに転換してきた実践が語られました。また組織強化・拡大のたたかいでは、今

の会社に疑念や不信感・不満を持つ人が多くいる事や、転勤先で温かく迎え入れ声をかけてくれた

など、東労組の必要性や温かさを肌で感じ再加入したと語られました。１８春闘の反省から組合員

が主軸となる新たな東労組運動スタイルと実感できる大会となりました。 

一人ひとりが『私にとっての東労組』を確立し大きな団結の輪を創り出し、あらゆる不当労働行為

を許さず、自信をもって組織強化・拡大の運動を推し進めていきましょう！ 

１．「新生 JR東労組運動宣言」のもと、主体的に組合活動を担い「私にとっ 

ての JR東労組」を確立し、組織強化・拡大の取り組みを一人ひとりが実 

践することで、私たちの未来を切り拓こう！ 

１．変革２０２７をはじめとした諸施策に対し、組合員と共に政策提言を実現 

することを通じて「安全・健康・ゆとり・働きがい」の担保できる職場をつく 

り、組合員の雇用・利益を守り抜こう！ 


